
 

11月 19日（火）に、進路説明会がありました。いよいよ３年生は、自分の進路に向けて、自己

決定していかなければならない時期となりました。そんな中、５月に東中学校に来てくださった

教育実習生との出会いを思い出しました。教職員を目指している大学４年生の教育実習生の先生

との出会いです。 

  
 

 

校長 今野 由紀子 

 ５月のある朝、３年生の学年朝会を見に行ったときのことです。教育実習生の先生が、３年生
に向けて、「自分のこれまでの人生」について、自分の言葉で一生懸命に話している姿を目にしま
した。話し始めた瞬間から、その話に引き込まれていくのを感じました。それは、とても深く、あ
たたかく、心を動かされるステキなお話でした。 
≪教育実習生の先生のお話より≫ 

中学生時代に１～３年生の担任をしてくださっていた国語の先生に憧れて、中学校の先生
になろうと決めました。しかし、私は国語や数学、英語などの勉強が苦手でしたので、自分
が好きで得意な保健体育の先生になろうと考えました。そこから、中学校の保健体育の教科
担任をしてくださった先生の授業の仕方や立ち居振る舞いを見るようになり、その先生の出
身校の大学に行きたいと思うようになりました。 

 

そこで、志望大学に行こうと思い、勉強に力を入れている第一志望校の高校を受検したのですが合格で
きず、第二志望の高校に入学しました。第二志望校に入学後は、特に部活動に一生懸命に取り組み、仲間
にも恵まれ、部活動の新潟県大会で優勝することができました。その結果もあって中学生の頃から行きた
かった大学に合格することができました。 
この経験から私が伝えたいことは、①目標をもつことはとても大切だということ ②置かれた場所で一

生懸命頑張れば、人生は変えられるということ ③どの場所でも新たな素晴らしい出会いがあるというこ

と ④人生に失敗なんてない ということ です。 
 

もう一つ、中学生の皆さんに言いたいこと、それは、「中学校」という場所、「中学生」という時期は、

自分が学生生活を送ってきた中で、“一番かけがえのない場所” “自分を変えてくれる場所”であったと
いうことです。小・中・高・大の中で、「中学校」が一番自分を成長させてくれる場所だと強く感じていま
す。今、勉強など忙しいと思いますが、学校行事や部活動などを全力で頑張って、悔いのないように、「中
学生」を全力で楽しんでもらいたいです。 
 今皆さんは、「かけがえのない場所」で、「かけがえのない時間」を過ごしているということ。 
そして、今も、これからも「置かれた場所で一生懸命頑張れば、人生は変えられる」のだというこ
と。実際に経験したからこその、大切な心を開いたメッセージに、胸を打たれました。 

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 
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置かれた場所で一生懸命頑張れば、人生は変えられる 
～６月の教育実習生の話より～ 



【まとめ発表会：全体発表での代表チームによる発表】 

「めばえこども園」様からのミッション 

→年齢・発達に合ったプール遊び前の準備運動を兼ねたダンスを考えよう 

 
 
 ７月９日（火）、事業所の方から「生き方トーク」「仕事トーク」をしていただき自分の将来や進
路について考えたり、体験先の事業所から課題（ミッション）を出してもらったりしました。７
月 18 日、19 日は、生徒たちが実際に職場体験に行き、課題に対する解決方法（アクション）を
考えながらお仕事を体験してきました。また、11 月 13 日（水）には、事業所の方や保護者の方、
地域の方等をお招きして、解決方法（アクション）のまとめ発表会を行いました。ご協力いただ
いた事業所の皆様のおかげで、生徒たちの意識も大きく変わりました（下円グラフ参照）。子ども
たちにとって学びの多い活動となりました。事業所の皆様、ありがとうございました。 
 

≪生徒 職場体験 事前アンケート６月≫    ≪生徒 職場体験 事後アンケート７月≫ 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

２年生 課題解決型職場体験学習  ～しばたの心継承プロジェクト～  

アクション 
ダンスを考えて踊り、動画に撮

りました。紹介します。皆さんも、

一緒に踊ってみてください。 

会場にいるみんなで 

踊ってみました 

アクションの一部 

たいへんお世話になり、あ

りがとうございました。 

２学年部 総合担当作成の掲示物 



 
 
 １学期に、新発田市役所の未来創造課の方が、１年生に向けて、新
発田市の現状と課題についてお話ししてくれました。１年生は、新発
田市の課題に向きあい、課題解決に向けてできることは何かを考え、
10 月 11 日には、実際に新発田市内の様々な場所を訪問し、調査した 
り疑問点について質問したりしてきました。 
 

 
 
 10 月 11 日、３年生は敬和学園大学をはじめ、新潟市にある専門学校等の上級学校を訪問しま
した。様々な体験を通し、進路を考えるよい機会となりました。 

 
 
 
○ 科学の甲子園ジュニア新潟県大会出場 

２年 チームともだち【８位】 
○ 新発田市・聖籠町生徒科学研究発表会出場   

１年 ３人 
○ いきいきわくわく科学賞 2024 出場 

１年 【奨励賞】 
○ 第 70 回新発田市中学校読書感想文コンクール 

１年 【優良賞】「自分を超えるために」 
○ 第 74 回新潟県競書大会        ○ 新大全国競書大会 

２年 【銀賞】          ２年 【佳作】 
○ 税についての作文 

  ３年 【新発田税務署管内税務団体協議会長賞】「支援と税金の両立」 
  ３年 【新発田市租税教育推進協議会長賞】「税金はなぜあるのか」 
 
 

１年生 新発田市巡検 ～しばたの心継承プロジェクト～   10 月 11日 

       

３年生 上級学校訪問        10 月 11日 

       

活躍する東中生  ～文化活動の表彰～ 



 

 
〇12月の主な行事予定 

詳細な予定については、ホームページ、学年だより、メール配信等でご確認ください。 

学びの風景  ～授業の様子を紹介します～ 

ボランティアで校長室を掃除してくれました 

保健体育：ダンスの授業 家庭科：幼児とのかかわり方の授業 理科：運動とエネルギーの授業 


